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言若 布脅 y) A 

アテネ市内のイポクラトゥス通りやソロノス通りには、一般書から専門書

まで幅広〈扱う大書庖から古本屋に至るまで様 q な規模の書庖が軒をつらね

ている.折りに触れ立ち寄るうちに、ふと気付いたことがある.それは、外

国文学の書架を訟げている書庖ですら、日本文学の翻訳や解説書にお目にか

かる機会が極めて稲であるということである.注意して調査した訳ではない

たの、正確な翻訳出版状況を網羅することはできないが、 1980年以降出版さ

れた日本文学及び文学研究書は、未だ十数冊に留まっているように思われる.

筆者が収集し得た数冊をここに簡単に紹介してみたい.

先ず日本古典文学に関して列挙する。カスタニオーティー社よりソクラテ

ィス・ L ・スカルチス監修の『諸民族の図書』というシリーズに、 (ギリシ

アも含めた各国の古典文学がギリシャ語に訳され二十冊ほど出版されている

のだが) r禅俳句と川柳清少納言ー枕草子一古事記』の四冊、 1， 

が収められている.これらはそのいずれも英語、或いはフランス語からの重

訳との註がある.このシリーズとは別に同社からアンドレアス・アンゲラキ

ス訳 r中国と日本の詩， ;: ) Jが出ている万葉集伊勢物語古今集』

及び『新古今集』からの詞華集で、漢詩の翻訳に加え各歌集の歴史的な説明

が極〈簡単に添えられている.

数少ない翻訳化された日本文学の中で、意外にギリシアの読書界で広〈読

まれているのが俳句である.上述の『俳句と川柳』以外にプロスベロス社か

らルンピー・セオフ 7ノプールー訳、解説の『日本の俳句、 132選(.3 1 J と、

クレーリ・ B ・パパパヴル著 r日本芸術に於げる俳句と俳画一芭蕉と『野ざ

らし紀行』一川 ι 』が出されている. 尚、後者のパパパヴルは、ギリシアの

俳句研究の第一入者で、 雑誌({NEA EETIA)に日本古典文学に関する稿を寄

せている他 (5，、 ドナルド・キーンの..Japanese Literature -An Intro-
、

duction for Western Re"aders ..をギリシア語に訳している， . ) 

近世から現代に至る散文の翻訳も数少ないのだが， 7)、 最近の出版に蒜鴎
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外の rウィタ・セクスアリス』 がある. フランス話からの重訳で、訳者レ

ナ・ミリリにより著者と時代背景についての説明が付せられている 1S ， ま

た、自身も作家として活躍しているアレクサンドロス・コジアスがケドロス

社から近松門左衛門の『因性縁合議』を出している (ij ) 

こうした翻訳状況の中で、特筆に f直すると思われる小冊子が出版された.

これは 1990年 5丹、アレクサンドリア社から出された永井荷風の『雨議議』

である， 1 • ' (( TO BHMA >>紙は、新刊翻訳書紹介の頁の冒頭で次のように

書いている 11

日本は、産業と強い経済力だげでな〈、特に優れた文学の伝統も持ち合

わせているのだが、後者については知られていない.初ぬて日本語から

直ちにギリシア語に訳されたこの作品は、日本の伝統に触れ得る好機と

まさに言えよう.この『偉業』をうちたてたのは、パナイヨーティス・

エヴ 7 ンゲリーディスで、日本で広〈読まれている作家、永井荷風の作

品を翻訳、序文も書いている. その作品は((:!;IY4vii Bρoxii >>という題

で、登場人物と情調とは静観しつつ憂うつに歳月を澄遥している o 1920 

年代に書かれた荷風の卓越した作品と見なされている.

また、現在(( KA8HMEPINH >>紙の文芸欄で活躍しているパンデリス・プカ

ラスも、《、 H llPOTH >>紙で、初の日本語からの翻訳である(( :!; IY4νii Bρ0-

z時》が一つの画期をなした点を強調している.更に永井荷風の略歴を説明

し、その作風を『雨滋滋』に例を取り、次のように評している ι12; 

1920年代に書かれた r雨滋濡』は、あたかも黙想の数珠のようなもので

ある.回想が一位一粒、その憂怒を物語る.しばしば積暴になり、やっ

きに説得しようと豪語ばかりしてしまう.そのような類の愚痴に終らな

いよう現実と感傷から一歩離れて、著者は回想している.ごの作品は、

悲哀の持つ『静かな力』と、通俗を厭い性急な悲劇仕立てを避げるごと

を特に教えている.

さて、(( :!;IY4V呼Bρ0瓦呼》第一阪出販の約一年後、 1991年 6月、訳者エヴ

アンゲリーディスは、文学翻訳者ギリシア笛会 (1 .3)から文化大臣賞を受賞し

ている.当協会の選考委員の一人、アテネ大学現代文献学教綬カリオフィリ

ス・ミツ 7 ーキスによれば、初の日本語からの翻訳であることに加え、江戸

情趣と近世日本文化への懐古の情が色濃〈表現されている作品であるという

点が主な授賞の理由であった。欧米文学に比べて、どうしても英語やフラン

ス語などの外国語を介してしか為されてこなかった日本文学の翻訳に新たな

可能性を与えたことが高〈評価されたと同時に、漢詩に浄瑠璃の薗八、三味

線に芸者といった東洋趣味的な作品の情調が、ギリシアの読書家を魅了した
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であろうことは容易に理解されよう. また訳者自身が(( H BOOXH >紙のイ

ンタビュー記事、 l'，の中で、明治の西欧化に急進する時勢を批判し近世の文

芸に回帰していった荷風の文筆家としての姿勢に深〈共鳴したと語っている

ように、先代の文芸を復興しようとする気還の見られるギリシア文学界に共

惑をもって荷風が迎えられたとも言えるだろう.

最後に訳者エヴ γ ンゲリーディスの経歴をかいつまんでここに紹介してお

< • 
1955年アテネに生まれる.少年期の数年をスペインで送っている. 1960 

年代以降、ギリシアで広〈知られるようになった芭蕉の俳句(1宅 B を翻訳で読

んだのが、日本を知るきっかげとなる. 1968年にノーベル文学賞受賞後、英

語からの重訳による川端康成の『雪国』が新聞に連載されたことで、ますま

す日本文学に傾倒していった.アテネ大学で法学を学んだが、卒業後は雑誌

を中心とした文筆活動に入る. 1984年から約四年聞に亘り日本に滞在してい

る.英語、スベイン語を教える傍ら独習で日本語を学ぶ.日本古典芸能、特

に歌舞伎と文楽に触れ、次第にこれらの伝統美を賛美する永井荷風、谷崎潤

一郎等の耽美的情調に魅せられてい<. 

来日以前、 1983年にスペイン語からの翻訳を出版しているが、実際翻訳者

としての地位を得たのは(( ~Iyav呼 Bρ0 X1Í >の出版以降と見てよいだろう.

ごれに引き続き谷崎潤一郎の r陰身礼賛』が 1992年 4月にアグラ社から出版

される予定である他、現在は同じ谷崎の「春琴抄』を手鍋げているとのこと

である.日本文学研究の分野では欧米諸国の中で大きくたち遅れているギリ

シアに於て、先駆者としてのエヴ 7 ンゲリーディスの調訳活動に期待したい

と思う.

註

(1) ~εI pa: Ta Kεillεva TωνAαdν 

AIεvDvνσηZεtρac;: ~ωκρdτη宮^. ~ICa ρTσ>Íc; 

4. (( zεν)} (1988) 

7. (( XaiκOV /Cal ~εvρ lOV > (1988) 
10. (( ~lï ~óν ayyov)} (1988) 

11. ( KoτC IκI)} (1989) 

BICdoσεt雪 KaστaVlcdτη

(2) Aν晶ρ正a宮 Ayyελ<I/Cηc;: ( Klv{[Iκη 露al Iaπr.JVIκ>I 00 iηση 》

(ε1983) B広 ð.Kaστav lC~τη

(3) Povμ"" 11εo争4¥101'1'0 VλOU: (132 rla...r.JviCIκa XaiICov )} 

F
n
u
 。。



(1986) Eκd.1lρouwE.ρoc; 

(4) Kλaipη B.llaπa官auλov:<< Ilo iησ可 r:a. Zω7ρa申aκ4σTην I a宵曲v.r:tITlxvη 

一o M官aσo ItQl "Avεμodaρμlvo Ta~íð.") (1988) E広d.llpoσ智正poc;

(5) <<Ilλεuρ王宮 τηc; r:λaσσaιtIc • a"ωv.κ司宮中tλoλo1'iac) Nla Eστ(a 1221 
( Maioc; 1978 )σ.648-657 

(( E.σa1't.l1'tI στηνπαρadoσ. aκ時 .aπωVLltllλ01'0τεxvia) Nla EσT{a 

1456( Maρτ.oc; 1988)σ.291-305 

( 6) Donald Keene: <<1 a"..νa厄tI1'.01'0τεxv{a，εtσαγω1'tI 1'.a ava1'ν4στε雪c:uro

τη 且6ση) Mετd申ρaσηKλaipηIIa1f4wauλov，(1987) Eιd.Kaρdaμrτσa 

(7 )現代文学に関しては遠藤周作、松本清張等の名が挙げられるが詳細につ

いては次の機会に諮りたい.

(8) Mo ρ'01'r:a i: <<VITA SEXUALIS tI Hερωτaκ呼 μa9ητεiaτ01.1 "aBη7ητ時

Kaνai l:.tovr:a) MεTa申ρaσηAEvaM.λtλ時 (1991) Er:d.Hρodoτoc 

(9) TσtκQf，1aτσov Moν{aεμ6ν<< O.μaxεgτov Kot.ν1'a ) 

Mετd申ρaaηAλHaν8ρ0宮 Koτt.ac (1984) Er:d.KEdρoc; 

(10) Na1'ai Ka中0，): (( :&'1'avtI BρoxtI) E.σaγ曲-r7i， σxoλ1a， IJετdφρaaηa宮d

τα • a宵曲v.κa: Il aναγ.~τη c; HVa1'1'Eλidηc;( 1990 ，1991)BκII.AλfEavdPE.a 
(11) (( Aρaστovρ1'tIllaTa aπ6τOV  "Oσμ0) To BHMA(1.7.1990) 

‘ 
(12) Ilavτtλ可c;Mπovκdλac: (( H l:'1'aν呼 rpa争時 τo ν Na1'ai Kaφ0'; ) 

H IlPOTH (15.9.1990) 

(13) Eλληv.κtI Eταtρia MεταφραστcdV AOyOTεxviac; 

(14) K...σταE・NTaνTlVaιη官((Noστaλ1'OC; τη官官αρadoσηc- r. aτημετd中paση

τη官 tt l:ly4V西宮 BρoxtIc;") H EIlOXH (18.11.1990) 

(15) ギリシアヒ於』ずる俳句の受容に関しては次の請文を参照されたい.

r.Il.l:a/l/lidηc: (( Tavκακa. Xaiκou呼 τaNvxτ01" aσεμia ) 

<< Ilav.. Nερa ) (1973) Eιc'l.EρμtIc;σ.69-76 

句

too 


